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PASSION
実行委員会の思い

この事業で本当に市民が主役と
なって小林市が元気になれば

吉都線 100 周年記念事業
小林市実行委員会　会長 吉

よしむら

村秀
ひであき

昭　さん

100 周年を契機に、小林市を盛り上げたい。
そのためにできること、

やるべきことは何でしょうか。
吉都線 100 周年記念事業小林市実行委員会の

吉村秀昭会長に話を聴きました。

写真／鉄道大好き河
かわさき

﨑瑛
あ き と

人くんと母万
ま き こ

紀子さん

きっとつながる。吉都でつなぐ
　

私
た
ち
吉
都
線
１
０
０
周
年

記
念
事
業
小
林
市
実
行
委
員
会

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
観
光

列
車
を
誘
致
す
る
な
ど
し
て
、

市
全
体
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
総

勢
50
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

吉
都
線
の
利
用
者
数
は
昭
和

59
年
を
ピ
ー
ク
に
平
成
21
年
に

は
約
半
分
に
減
少
。
生
活
列
車

と
し
て
は
限
界
を
迎
え
、
路
線

の
廃
止
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ

の
流
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
に

は
、
観
光
面
で
の
乗
車
率
を
上

げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て

ま
し
た
。そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、

み
ん
な
が
吉
都
線
に
乗
る
こ
と

で
現
状
と
魅
力
を
知
り
、
こ
れ

か
ら
の
吉
都
線
を
共
に
考
え
て

い
き
た
い
で
す
。

　

本
市
の
経
済
状
況
は
、
口
蹄

疫
や
新
燃
岳
の
噴
火
で
冷
え
込

み
、
観
光
客
は
減
少
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
１
０
０
周
年
を

機
に
市
民
協
働
に
よ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
い
ろ
い
ろ

な
場
所
で
、
い
ろ
い
ろ
な
時
期

に
行
う
こ
と
で
経
済
の
復
興
と

地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
観
光
列
車

の
誘
致
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
の
目
的
は
３

つ
。「
小
林
市
全
体
の
活
性
化
、

吉
都
線
の
路
線
維
持
、
新
た
な

市
民
協
働
の
確
立
と
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
」
で
す
。
１
０
０

周
年
を
一
過
性
の
行
事
と
せ

ず
、
大
き
な
目
的
達
成
へ
の
手

段
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に

は
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
を
支

援
す
る
小
林
市
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
と
、
行
政
内
の
組
織

を
横
断
し
て
作
ら
れ
た
職
員
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
市
民
を
中
心
と

し
た
三
者
が
連
携
す
る
中
で
、

新
た
な
市
民
協
働
の
形
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
協
働
と
は
各
種
団

体
の
強
み
を
生
か
し
、
目
的
達

成
の
た
め
に
共
に
汗
を
か
き
働

く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

が
派
生
し
て
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
形
と
な
り
、
本
当
に
市
民

が
主
役
の
組
織
が
生
ま
れ
る
。

こ
の
事
業
で
小
林
市
が
少
し
で

も
元
気
に
な
る
き
っ
か
け
を
作

れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

先
日
、
８
年
ぶ
り
に
行
っ
た

復
活
土
曜
夜
市
で
は
、
市
民
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
仲
介
の
も

と
、
中
央
通
商
店
街
、
小
林
商

工
会
議
所
、
小
林
青
年
会
議
所

そ
し
て
小
林
市
の
協
力
で
開
催

に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
土
曜
夜

市
の
目
的
は
、
商
店
街
に
足
を

運
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
魅
力
を

再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
。
来

場
者
が
１
０
０
０
人
を
超
え
、

と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
た
ち
は
、
高
校
生

と
の
か
か
わ
り
を
深
め
て
い
ま

す
。
小
林
高
校
美
術
部
に
、
壁

画
を
描
い
て
も
ら
っ
た
り
、
小

林
秀
峰
高
校
生
に
ポ
ス
タ
ー
と

の
ぼ
り
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
交
流
を

深
め
る
こ
と
で
、
学
生
に
地
元

の
記
憶
を
残
し
、
将
来
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
私
た
ち
の
世
代
に

必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
１
０
０
周
年
と

私
た
ち
の
活
動
を
契
機
に
、
吉

都
線
と
小
林
市
を
み
ん
な
で
盛

り
上
げ
た
い
で
す
。

み
ん
な
で
吉
都
線
を
考
え
た
い

１
０
０
周
年
で
生
ま
れ
た
、
新

た
な
協
働
で
小
林
市
を
元
気
に

　先に紹介した吉都線の思い出は、小林駅 100 周年
祭へ寄せられたものです。ほかにも多くの手紙が寄せ
られていて、その全てに吉都線への感謝と、ずっと続
いてほしいという思いがありました。
　また、100 周年を盛り上げようと立ち上がった人
や、鉄道の魅力を知り、楽しむ人たち。彼らは、吉都
線には歴史と魅力があり、これを契機として、小林市
を盛り上げたいという強い思いにあふれています。
　吉都線は、たくさんの人とその思いをつないでいま
す。これは、どこまでも続く線路と同じ。100 周年
を始発とし、101 年目からのレールを引くのは、こ
れからを生きる私たちです。

101 年目からのレールを引くのは私たち


